
簿記練習プリント                 No.  Name.             

 転 記  ← 教科書ｐ34 

ポイント 

  ☆１ 借方に仕訳した勘定は、その勘定口座の借方に、日付・相手の科目・金額を書く 

  ☆２ 貸方に仕訳した勘定は、その勘定口座の貸方に、日付・相手の科目・金額を書く 

  

 記入例：（取引） 5月 1日   現金￥390,000を出資して開業した。 

      （仕訳） （借 ）現 金  390,000      （貸） 資本金  390,000 

現 金  資本金 
 

 
 

 
 

 

１．次の取引について仕訳をし、下の各勘定に転記しなさい。 

 ５月６日 銀行から現金￥500,000を借り入れた。 

    ８日 事務用机・イスなどの備品￥280,000を購入し、代金は現金で支払った。 

   17日 商品￥200,000 を仕入れ、代金は現金で支払った。 

   20日 兵庫物産(株)へ商品を￥330,000 で売り渡し、代金は掛けとした。 

25日 銀行に借入金の一部￥100,000とその利息￥7,000をともに現金で支払った。 

31日 兵庫物産(株)より、今月分の売掛金￥330,000 を現金で受け取った。 
 
          （ 借   方 ）                   （ 貸   方 ） 
 

6日   

8日   

17日   

20日   

25日   

31日   

 

 

 

 

 

  現    金 

  

   

    

 

  売 掛 金 

  

   備   品 

  

 
  借  入  金 

  

 

   仕   入 

  

 
  支 払 利 息 

  

 

   売   上 

  

 

 教科書には書いていませんでしたが 

5／1 資本金  390,000 5／1  現金  390,000 
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☆１ 仕訳と勘定口座への転記は、和歌で例えるなら、上の句と下の句の関係にあります。 

  ☆２ 仕訳をしてから転記をするのが、簿記の基本ですが、検定試験の問題では勘定口座の転記から取引を 

推定して、仕訳を示す場合も求められます。 

 例）次の勘定口座を見て、取引を読み取り、仕訳を示しなさい。→ 左側のプリントをヒントにして… 

現 金  資本金 
 

 
 

 
 

 

 借     方 貸     方 

5月 1日   

 

※ 転記をするさいに、相手の勘定科目が複数の場合、「諸口」を記入していましたね。 

 

 

 
  

4月 1日 
現金          800,000 

備品          150,000 

資本金          950,000 

     

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 借     方 貸     方 

5月 6 日   

5月 8 日   

5月 17日   

5月 20日   

5月 25日   

5月 31日   

5／1 資本金  390,000 5／1  現金  390,000 

  支 払 利 息 

  

 

5／25    現金     7,000 

  売    上 

  

 

5／20 売掛金  330,000 

  借  入  金 

  

 

5／25   現金     100,000 5／6   現金     500,000 

  仕   入 

  

 

5／17   現金     200,000 

  現    金 

  

   

 

  備   品 

  

 

  売  掛  金 

  

 

5／20 売上      330,000 5／31 現金    330,000 
5／25 諸 口   107,000 

5／8  現金      280,000 

5／6  借入金     500,000 

5／31 売掛金     330,000 

  現   金 

  

 

  備    品 

  

 

4／1 資本金     800,000 4／1 資本金     150,000 

  資  本  金 

  

 

4／1 諸口    950,000  資本金からみると、相手勘定科目は２つですね。 

問題） 次の勘定口座の転記から取引を推測して、仕訳を示しなさい 

転記から仕訳の推定 
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☆ 勘定口座の転記から取引を推定して、仕訳を示す。（応用編） 

例）次の勘定口座を見て、取引を読み取り、仕訳を示しなさい。 

 
資本金 

 
 

  

※ 解答へのステップ 

Ⅰ 「勘定口座の「資本金」の貸方に転記されているので、（貸方） 資本金 390,000 は確定しています。 

 Ⅱ 相手勘定科目をチェックすると、「諸口」ではないので、1対 1の仕訳だと推定されます。   

 Ⅲ 相手勘定科目を再びチェックすると、「現金」と記入されているので （借方） 現金 と判明。 

（仕訳の答え）    （借方） 現 金  390,000      （貸方） 資本金  390,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 借     方 貸     方 

5月 6日   

5月 8日   

5月 17日   

5月 20日   

5月 25日   

5月 31日   

 

 

 

 

 

 

 

 

5／1  現金  390,000 

この部分を見れば、仕訳は推測できます。 

応用問題） 次の勘定口座の転記から取引を推測して、仕訳を示しなさい 

  現    金 

  

 

5／6  借入金     500,000 5／8  備 品   280,000 

  売  掛  金 

  

 

5／31 現金    330,000 

  借  入  金 

  

 

5／25   現金     100,000 

  支 払 利 息 

  

 

5／25    現金     7,000 

  仕   入 

  

 

5／17   現金     200,000 

  売    上 

  

 

5／20 売掛金  330,000 
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☆ 勘定口座の転記から取引を推定して、仕訳を示す。（おさらい） 

応用問題） 次の勘定口座の転記から取引を推測して、仕訳を示しなさい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 借     方 貸     方 

5月 1日   

5月 7日 

 

 

 

 

5月 13日   

5月 15日   

5月 19日   

5月 22日   

5月 24日   

5月 28日   

5月 30日   

 

 

 

 

 

 

 

  現    金 

  

  

  

  

 

  仕      入 

  

 

  売     上 

  

 

5／1 資本金   1,000,000 

5／7 諸 口    40,000 

5／13 受取手数料 75,000 5／15 買掛金    560,000 

5／22  売掛金   850,000 

5／19 仕 入    320,000 

5／24 受取家賃  450,000 

5／28  売掛金  700,000 

5／30  買掛金   580,000 

  通  信  費 

  

 
  消 耗 品 費 

  

 

5／7 現  金   15,000 

5／7 現  金    25,000 


